
１月１１日  ３学期始業式 校長講話 

 

 全校児童のみなさん、新年 あけまして おめでとうございます。 

 楽しい冬休み・お正月をすごすことはできましたか。１７日間の冬休み。少し長い冬休みでしたが、終わ

ってみれば、あっという間に感じます。 

 

２学期の終業式、冬休みを前に校長先生は---、 

まず、「しっかり休みましょう。生まれ変わったくらいのピカピカの気持ちになれますように。」といいま

した。みなさん、しっかり休めましたか。ピカピカの気持ちになって、よし頑張るぞと思っていてほしいで

す。 

次に、「宿題は計画的に終わらせましょう。」といいました。これはどうですか。新年早々、宿題を終わ 

らせていないままなんてだめですよ。 

さらに、「年末年始・お正月をしっかり味わいましょう。」といいました。楽しいことがたくさんあったな

ら何よりです。 

そのうえで、「新しい 1 年に本当にかなえたい目標・そのためにますます頑張れるような目標を決められ

れば素敵です。新年の抱負といいます。どんな目標を決めたのか、担任の先生に話してくださいね。」とい

いました。これはどうでしょうか。新年の目標を決めた人はいるでしょうか。 

 

校長先生の新年の目標について話しておきます。「そうなんだ」と校長先生の気持ちを知ってもらえると

うれしいです。具体的な目標ではないのですが、あらためて校長先生が毎日心がけたいと考えたことです。 

 

それは、「人への優しさ。温かいつながり。」です。 

 

毎日いろいろあるし、優しさや温かさをいつも変わらず心がけることはむずかしいことです。だけど、結

局、学校でも、お家でも、いちばん大切なことなのじゃないかなと、このところ強く考えるようになりまし

た。みんなも毎日いろいろあると思います。だからこそ、優しさや温かさについて、校長先生は、みんなに

も考えてほしいです。人に優しくされると心が温かくなります。人に優しくしても心が温かくなります。心

が温かくなれば、人はかんたんにくじけません。友達や先生、お家の人と、優しさのやりとりをして、みん

なの心が温かくなれば素敵だと思います。 

 

さあ、今日から３学期です。４か月あった２学期とちがい、２か月半・１０週間の短い学期です。短いけ

れど、この学年のまとめ、次の学年への準備となる大事な学期だと思います。 

学校は勉強をするところです。勉強を頑張りましょう。わかった。楽しかった。そんな授業が１つでも増

えますように。学校は豊かな経験をするところでもあります。みんなで頑張れた思い出が１つでも増えます

ように。学校はいろいろな友だちとすごすところでもあります。優しさや温かさが、毎日、増えていきます

ように。充実した３学期にしてください。 

 

 さいごにもう１つ。しておかなければならない話をします。また、この話をしなければならないことに心

が折れそうですが、みんなで乗り切るしかありません。 

コロナの感染が再びたいへんひろがっています。第６波ということなので、この２年間で６回目というこ

とになります。感染予防をみんなでがんばらなければならない状況が３学期もつづきます。マスク・手洗い・

近づきすぎない・集まりすぎない・大声をひかえる・寒いけどできるかぎりの換気など、これまでがんばっ

てきた感染予防を、3 学期も、みなさん協力してがんばってください。なんとか学校をお休みにせずに乗り

切りたいです。 


